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保険代理店の InsurTech に関する日本・中国での比較研究を実施（2021 年） 
～大手の差異は軽微も、「InsurTech 企業 兼 保険代理店」において大きな差異～ 

 

株式会社矢野経済研究所（代表取締役社長：水越 孝）と ZA テクジャパン株式会社（代表取締役：宋 

玄壁）は、保険代理店における業務 DXについて日本と中国での比較研究を実施した。 

 

 

表 1. 保険代理店に関するビジネス面、IT活用面における比較 

日本 中国 日本 中国
日本

※日本ではあまり見られ
ない事業形態

中国
（新形態仲介業）

対面募集
（オンライン面談含
む）

〇
来店型、比較サイト、

提携先方の紹介

〇
オンライン、
SNSの活用

― ― ― ―

非対面募集
〇

保険比較サイトから通販や
ネット完結型に誘導

〇
多彩にカスタマイズされた

保険推奨サイトから
誘導

〇
会員に親和性の高いCX

の提供、グループ内
サービスとの連携

〇
会員に親和性の高い
保険の提供、多彩な

シナリオで各種商品の
組合せ販売

△
InsurTech事業がメイン

◎
保険ショッピングモール等を

通じた保険販売

ITソリューションの
外販

◎（一部大手のみ）

顧客管理システム、
OCRソリューションなど

― ―

◎
保険会社や保険代理店

向けにパッケージ化
クラウドソリューションを

提供

―

◎
保険会社や保険代理店向け
に各種高度化ソリューション

を提供

保険会社への
ユーザーデータの
販売

― ― ― ― ―

◎
自社のマーケティング等で

得られた加入（希望）者情報
をベースにリサーチを実施、

保険会社にデータ提供

〇
オンライン面談システムや
ファイナンシャル・プラン

ナー向けコンサルティング
支援ツールの導入など

〇
ユーザープロファイルの
出力および分析ツール

等の導入

〇
ビッグデータを活用した

広告等の配信、
各サービスから保険

募集までの導線

◎
保険会社と共同で、

ユーザーの需要データに
基づき様々な保険商品の

共同開発などを実施

△（一部）

自社サイトを含めSNS
活用などを実施も、メイン

はInsurTech事業

◎
自社ソリューションの活用に
加えて、オンラインマーケ
ティングチャネル等を活用

〇
顧客管理システムと申込シ

ステムを連携、OCR
機能による書類の読取り

〇
InsurTech関連サービス
と既存システムの連携、

OCR機能による書類の読
取り

〇
アプリ内で契約変更や
支払請求、グループ
共通IDをキーとした

顧客情報管理

〇
SNSに機能を組込み、
引受、クレーム、保険
相談などでユーザーを

サポート

△（一部）

メインはInsurTech事業

◎
マーケティングから査定、

支払処理までワンストップで
対応

インターネット系保険代理店 InsurTech企業 兼 保険代理店
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保険代理店
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攻めのIT
（チャネルの強化、FPの支援関
連サービスの提供など）

守りのIT
（業務の効率化など）

大手保険代理店

 
矢野経済研究所・ZAテクジャパン作成 

 

注 1.  研究結果を基に矢野経済研究所および ZA テクジャパンにより作成 

注 2. 「◎」・・・両国で差異が大きい、「〇」・・・両国で同程度の取組み、「△」・・・比較した結果、取組みが僅かに留まる、 

「－」・・・取組みが確認できない 

注 3.  OCR とは、光学的文字認識（Optical Character Reader）の略であり、OCRを活用した帳票（診療明細書など）を含
めた自動読取りソリューションをさしている。 

注4.  CXとは、顧客体験（Customer Experience）の略。旅行の申込に際して同じグループ会社の旅行保険を提案するよ
うに、利用者が何らかの行動を起こす際に、必要と感じる商品を適宜提案していくことで、会員にとって親和性の
高い消費体験を提供できる状況をさしている。 

 

１．市場概況 

大手保険代理店、インターネット系保険代理店、InsurTech 企業兼保険代理店の各々について日

本と中国でビジネスおよび IT 活用の観点から比較を行った。まず大手保険代理店について比較し

た結果、日本では一部の大手保険代理店において自社内にシステム開発部隊を抱え、業務に必要

なシステムを開発できる点に加え、開発したシステムの外販を手掛ける一方、中国では業務に必要

なシステムは外部調達をベースとしている点で差異がある。 

 

また、インターネット系保険代理店における比較では、日中いずれもエコシステム（一グループ内

で業界の枠を超えて共存共栄する仕組みおよび経済圏）内でサービスを完結させる点で共通する

一方、違いとして中国ではエコシステム内での取組みに留まらず、保険会社や保険代理店向けにパ

ッケージ化したクラウドソリューションの外販に加えて、ユーザーのデータをベースに保険会社と保険

商品を共同開発する動きもみられる。 

 

そして、InsurTech企業兼保険代理店について、中国では InsurTech企業兼保険代理店の双方の

機能を持った事業者がある一方、日本国内ではあまり見受けられない事業形態であり、中国企業と

の差異が大きいものとみられる。 
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２．注目トピック 

 InsurTech企業 兼 保険代理店（新形態仲介業者）において日中で大きな差異 

中国では InsurTech 企業兼保険代理店の双方の機能を持った事業者があり、「新形態仲介業者」

とよばれる。新形態仲介業者は、InsurTech 事業者を出自としており、事業拡大を続ける中で、企業

向けから一般消費者向けへと順次ビジネスを拡大していった経緯を有する。 

同業者の代表格である i 雲保（2014 年設立）や車車科技（2016 年設立）などは、設立から数年程

度であるものの、既に保険料の取引規模は i雲保で 2020 年までに 1,333 億円※、車車科技も 2020

年に 200 億円※を超えている。また、従業員規模でも車車科技は約 1,000 人の従業員※を抱えるな

ど、数年で急速な成長を遂げている。※公表データより引用 

 

一方、日本国内では一部の InsurTech 企業の中には、保険代理店も兼務で取組む事業者が存在

するものの、InsurTech 事業をメインとしており、日本国内ではあまり見受けられない事業形態である。

しかし、金融サービス仲介業を活用した展開や、潜在顧客開拓の一環として、InsurTech 企業の保有

するデータを活用した保険会社との連携による若年層向けの保険開発なども考えられ、InsurTech 企

業の事業展開の方向性の 1つとして広がっていく可能性がある。 

 

◆ 研究要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 出典資料 

 

 

 

 

 

 

◆ 会社概要 

■株式会社矢野経済研究所 代表取締役社長 水越 孝 

所在地：〒164-8620 東京都中野区本町 2-46-2 

URL: https://www.yano.co.jp/ 

1958 年に設立された独立系総合マーケティング・コンサルティング機関です。全産業分野を対

象に年間 250テーマ以上のマーケット・レポートを発刊するとともに 600案件を超えるマーケテ

ィング・コンサルティングプロジェクトを受託しています。1995年にソウル、2004年に上海、

2007 年には台北に事業拠点を開設、現在はアジア全域にネットワークを構築しています。 

 

資料名：2021 保険代理店の InsurTech日中比較研究 ～保険業務 DXの実態～ 

発刊日：2021年 10月 27日 

体  裁：A4判 190頁 

定  価（税込）：198,000円（本体価格 180,000円） 

1．研究期間：2021年 3月～10月 

2．研究対象：日本企業 12社（研究担当：矢野経済研究所）／中国企業 9社（研究担当：ZAテクジャパン）  

3．研究方法：日本側は当社研究員による直接面談取材／電子メールを含む電話ヒアリングおよび文献などを併
用 

中国側は ZAテクジャパンによる直接面談取材／電子メールを含む電話ヒアリングおよび文献などを併用 
 
＜日本および中国での保険代理店における保険業務 DX（デジタルトランスフォーメーション）に関する比較研究
について＞ 

 保険代理店について、大きく①大手保険代理店、②インターネット系保険代理店（例：ヤフーや楽天、アリ保険な
どインターネット企業傘下の保険代理店）、③InsurTech企業兼保険代理店（例：i雲保、車車科技）の3つに区分し
たうえで、日本と中国での保険業務 DX について比較研究を実施し、ビジネス面、IT 活用面の双方における取組
み状況を分析した。ここではその一部を公表する。 

 
また、InsurTech（インシュアテック）とは保険（Insurance）と技術（Technology）を掛け合わせた造語であり、従来の

生命保険会社では提供できなかった新たな保険商品・サービスの開発や業務の効率化・高度化などにおいて IT
技術を活用して提供する生命保険関連サービスを意味する。本比較研究における InsurTech とは、主に AIなどを
活用した保険相談／保険営業支援サービスや、インフラ関連サービス（保険クラウドサービス、API (Application 
Programming Interface)）をさす。 
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■ZAテクジャパン株式会社 代表取締役 宋 玄壁 

所在地：〒104-0045 東京都中央区築地 7-2-1 

URL: https://zatech.com/ 

ZAテクジャパンはZhongAn Groupの子会社です。 

ZhongAn Insuranceは中国で初めてのInternet保険会社であり、越境EC最大手のAlibaba Group、ゲ
ーム売上高世界一かつSNSに強みを持つTencent、中国内の保険業界で第2位の中国平安保険の合
弁会社として2013年11月に設立されました。そして我々は2018年7月に日本に上陸いたしました。 

日本はもちろん、その他のASEAN諸国を中心にInsurTechサービスやソリューションを提供して
おり、すでに多くの保険会社やインターネットプラットフォーマーと提携しDigital Insuranceの普
及を推進しています。 

 

◆ 本件に関するお問合せ先 

■株式会社矢野経済研究所 広報チーム  

E-mail: press@yano.co.jp 
 

■ZA テクジャパン株式会社  オペレーション・マーケティングチーム  

Email: marketing_jp@zatech.com 
 

 

 

 

 

本資料における著作権やその他本資料にかかる一切の権利は、株式会社矢野経済研究所と ZA テ

クジャパン株式会社に帰属します。 

報道目的以外での引用・転載については上記までお問い合わせください。 


